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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､肺癌患者を対象として､切除標本のEGFRに関連した分子マ
ーカー (EGFR遺伝 子変異 ､EGFR蛋 白､p･EGFR､pAkt､PMAPK)と
臨床における治療効果や予後との関連を検討したものである｡その結果､
術後再発しEGFRチロシンキナーゼ阻害剤gefitimbを投与された群に置
いてpMAPKが予後不良因子であるという結果を得た｡本結果は初めて得
た知見であり､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
